
遍



｢ 日本と原発｣
製作･監督:河合弘之 構成･ 監修: 海濃雄十

･

制作協力:木村結 音楽:新壇隆

脚本･ 編集 ･ 監督補: 拝身風太郎 制作: K プロジェ クト

■お話をうかがっ た方々:

青木秀樹 アナトー リ ー ･ チュ マク 飯田哲也 エフゲ ー

ニ ヤ ･ ステパノワ

大島堅一

川口萱 小出裕幸 コンスタンティン ･ ロガノフスキ ー

古賀茂明 鈴木大介 高新二久 田中三彦 馬場有(敬称略)

※この映画は､ 原発につ いての報道
･ 広報に対する批判的検討をも目的としていますも
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厳 戒 禁

これl 本で廃棄巻取り巻くすべで 噸 しま倶,

躁痍ご 捌 ､ ごl
-

Iヰでご
､

職 ください

有名企業を取り巻く多くの裁判で勝ち続け

辣腕弁護士と呼ばれた河合弘之｡

しかし､ 河合の人生後半戦の
一 大事業と位置付けた原発訴訟は､

負け続けだ っ た｡

何年続けても､ どんなに方法論を工夫しても､ 勝てなか っ た｡

逆襲弁護士と呼ばれるタフな河合だが､

負け続ける原発訴訟にその 間志は弱ま っ ていた｡

そして､ 2 0 1 1 年3 月 1 1 日｡

兼京電力福島第 一 原子力発電所で

原子力発電史上最悪の事故が起きた｡

河合は決心した｡ ｢絶対にあきらめない｣ ｡

こ れは､ 弁護士河合弘之と盟友弁護士海渡雄 一

､ 訴訟を共に闘

う木村結の 3 人が､ 多くの関係者､ 有識者にインタビ ュ
ー

取材

を行い ､ 現地での情報収集や報道資料等を基に､ 事故に巻き込

まれた人々 の苦しみ､ 原発事故を引き起こした背景､ 改善きれ

ない規制基準､ エネルギ
ー 政策のウソ と真実を追求した ドキ ュ

メンタリ
ー

である｡

｢ 裁判はた っ たひとりでも正義をかけて闘える民主主義社会の

安全弁みたい なもの だ｡ だから､ 僕はひとりでも闘う｡ でも､

それだけじや､ みんなに伝わらない ｡ ひとりでも多くの人 に真

実を伝えるには､ やはり､ 映画 しかない｣ (河合弘之) ｡

■二王日本と属

′ ､
･ 響 ,

小 嶋
妄

事封 鰹鄭か■瀞t鶴閲周氾謬@〔診 慢蓼韮参臣

年与員-一糾--8 -( 8 曜日)

せんだい〆零 イ アチ ー ク一階スタジオシアタ ー

(仙台市壷葉区春日町2 - 1)

(彰I O 時 触 (9 時4 0 分掲嶋) ⑧I ; 時ヰ○分間寮( ほ 時 20 分恥嶋) 一 定長春 柑○名 -

料金 : I ,0 0 0 円 繁手ケサ ト曲療l 博 し､ 予約不零です 市民会館

( 榊 者が走A に葦したヰ合挿璃鮪法にさIl 入t を 柵 ±せて頂く■合伊有り手すので予あご丁黒くだ±い)

問合せ先 : 電卓書阜 1 9 0 一

別 4さ
-

I0 9 9 メ ー ルアドレス 5
一

別碗山 繭 触 感 鴨 脚 .加

主催 ; 5 .2 4 r 8 串と摩発｣ を計んなで観卓也台の金 印 ;

協賛 ; 脱原発を助ゴすせたちの会 鴫i

.王1 8 奉仁摩

8 事と腰

せんだいメデ ィアテ
ー

ク

東京エレク トロンホ
ー ル宮城

西公園 脚 仙台三




